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『生徒会憲章』の実現を図りながら、 

生徒一人一人の自己肯定感を高め、３年計画で自立を促し、未来への志を育む 

 

 

 

新人体育大会兼県民総合スポーツ大会の結果 （敬称略）                    

 

 

 

 

 

 

 

 

２年生、１年生の活躍の場です。すべての試合を見ることはできませんでしたが、皆さんの様子を

遠目で観戦しました。勝負事ですので「勝ち負け」はありますが、今回の大会で自分の位置、レベル

が確認できたと思います。（サッカー部、女子ソフトテニス部は１回戦突破しています。）その位置か

らどう練習して一歩高いレベルまで引き上げることができるかがポイントです。スタートは「負け」

からです。目指すは来年６月頃の学校総合体育大会です。３年計画で臨みましょう。何よりも勝敗に

かかわらず仲間を応援している姿、使用させていただいた会場の用具や道具を片付けている姿が印象

的でした。大切なのはこのような姿です。 

第４７回体育祭   総合第１位【１年１組・２年２組・３年２組】           

約７００名の保護者様、ご家族に来校いただきました。ご声援ありがとうございました。 

新人戦前から昼休みに大繩練習を開始したクラス、

これを皮切りに新人戦後、多くのクラスが大繩練習を行

い体育祭への雰囲気が一気に出てきました。多く飛ぶた

めの工夫やアイディア、トラブル等、各クラスいろいろ

なドラマがあったことと思います。当日は選手の活躍、

それを支える係、それらに花を添える応援、この３つの

役割（立場）がひとつになり生徒全員で創り上げること

ができた体育祭でした。最後全員でお互いの健闘を褒め

たたえる場が肩を組んでの校歌でした。先生は本校の体

育祭は３回目でしたが、レベル、質の高まりを感じました。しっかり受け継いでいこう！ 

陸上競技部【以下４名県大会出場】 

恒松直希（４００ｍ） 井上将生（８００ｍ） 善林陽佑（１５００ｍ） 神場 光（砲丸投げ） 

女子バスケットボール部 第１位【県大会出場】 

ソフトボール部     第３位【地区大会出場】 

男子ソフトテニス部   第３位 

野球部         第３位 

剣道 藤野暖真     第５位【県大会出場】  水泳 手塚直人 【県大会第５位】 



新人戦や体育祭以外にも、現在、中央中では①駅伝大会の練習が行われています。約４０人が練習

に参加しています。②生徒会本部役員改選の時期であり８名の立候補者が選挙運動を行っています。

③そして７日（火）から始まった『合唱コンクール』への取組です。皆さんのエネルギーを感じます。

この１０月も皆さんの活躍が楽しみです。 

１１・１２月の行事予定                                      

１１月1日（土）学校公開・小学生対象部活動見学 

７日（金）合唱コンクール 

１０日（月）振替休業日 

１３日（木）６組スポーツ交流会 

１４日（金）県民の日 

１８日（火）親善音楽会 

２０日（木）３年期末テスト① 

２１日（金）３年期末テスト② 

２４日（月）振替休日 

２７日（木）１、２年期末テスト① 

２８日（金）１、２年期末テスト② 

１２月 ８日（月） 

～１５日（月）全校三者相談 

 ２３日（火）大掃除・給食最終日 

 ２４日（水）２学期終業式 

 

１２月２５日（木）～１月７日（水）冬季休業日 

 

「無知は罪」                                     

「無知は罪」は古代ギリシャの哲学者ソクラテスに由来するとされる言葉だそうです。（ソクラテス自身の言葉ではなく、

彼の「無知の知」という考え方から後世に広まったものと考えられています。）この言葉は、知識がないことで引き起こさ

れる不幸や損失、あるいは不適切な行動を戒めるメッセージであり、「知らないこと」が単なる知識不足で終わらず、行動

を伴わないことで結果的に罪や不幸につながる危険性を指摘しています。例えば、「知らなかった」という無知が原因で引

き起こされる罪があります。実際に「悪いこととは知らなかった」と悪気なく罪を犯してしまう人がいます。 

無知であることは本当に罪ということではありませんが、知識さえあれば防げるリスクは多数存在します。皆さんにとっ

ては、交通ルールや地域の防災・防犯情報などが該当すると思います。大人になればなるほど、自分が「無知である」と認

めることは難しくなるでしょう。しかし、万物全てを知る人間などはこの世に存在しませんので、自分の無知を認めること

は決して恥ずかしいことではありません。知らないことが見つかったら知ることができるようにすれば良いのです。ネット

で検索したり本を読んだり、時には専門家に直接質問するのも良いです。常に正確な情報を受け止めるアンテナを開いてお

けば、人生における無知のリスクは相当量回避できると思います。正しい知識を手にし、幸せな人生を歩みたいですね。 

自転車に関する交通法規が変わります。反則金が発生します。（反則金は１６歳以上が対象ですが、

中学生は守らなくても良いということではありません。） 


